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白板地区公民館
館報編集委員会

     （35）7740

●
運
営
委
員
会

◎
古
市
昭
太
郎
連
合
会
長

石
井　

辰
寛
連
合
副
会
長

手
塚　

義
雄
連
合
副
会
長

後
藤　

隆
一
元
連
合
町
会
長

青
栁　

嘉
朗
元
連
合
副
会
長

青
木　

茂
雄
元
連
合
副
会
長

青
柳　

美
一  

元
育
成
会
会
長

山
本　

英
男  

元
館
報
編
集
委
員
長

筒
井　

秀
子  

元
町
内
公
民
館
長
会
会
長

井
垣　

陽
子  

元
日
赤
奉
仕
団
団
長

●
文
化
委
員
会

◎
井
垣　

陽
子
宮

渕

東

胡
桃
澤
邦
彦
宮
渕
本
村

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

須
沢　

恭
子
駒　

町

大
月　

眞
弓
宮

渕

東

金
子　

久
子
蟻
ケ
崎
西

永
森　
　

満
白

板

中

●
館
報
編
集
委
員
会

◎
小
林
佳
世
子
宮
渕
本
村

後
藤　

京
子
宮

渕

東

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

鶴
木　
　

忍
白
板
宮
本 

丸
ノ
内
中
学
校
生
徒

●
館
報
全
市
版
委
員

町
内
公
民
館
長
会
副
会
長

武
居　

良
和
白

板

南

●
図
書
視
覚
委
員
会

◎
青
木　

洋
子
白
板
宮
本

土
屋　

道
子
折

井

町

●
体
育
委
員
会

◎
青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

鶴
木　

規
泰
白
板
宮
本

松
岡　

秀
典
宮

崎

町

須
澤　
　

昇
駒　

町

赤
穂　

弘
樹
宮
渕
本
村

和
田　

鈴
子
城

西

町

田
原　

真
紀
蟻
ケ
崎
西

大
石　

淑
子
宮

渕

東

◎
は
、
委
員
長

 

令
和
５
年
度　

白
板
地
区　

町
会
長
役
割
分
担
名
簿

令
和
５
年
度
白
板
地
区

町
内
公
民
館
長
名
簿

◆
地
区
町
会
連
合
会

会
　

長
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

副

会

長
石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

副

会

長
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

会

 

計
北
澤　

富
夫
白
板
南

監

 

事 

倉
田　

文
衛
放
光
寺

監

 

事
和
田　
　

稔
城
西
町

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

中
村　

清
美
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

藤
原　

千
尋
宮
崎
町

◆
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

支

会

長
中
澤　
　

茂
折
井
町

副
支
会
長
中
村　

清
美
宮
渕
日
向

理
　

事
田
中　

紀
夫
白
板
中

会
　

計
岩
倉　

隆
志
駒　

町

監
　

事
青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会
　

長
手
塚　

義
雄 

宮
渕
東

副

会

長
倉
田　

文
衛
放
光
寺

監
　

事
北
澤　

富
夫
白
板
南

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
企
画
委
員

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

中
村　

清
美
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

藤
原　

千
尋
宮
崎
町

◆
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

会
　

長
田
中　

紀
夫
白
板
中

副

会

長
大
堀　

紀
子
巴　

町

監

 

事
岩
倉　

隆
志
駒　

町

◆
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会

 

長
竹
内　

正
直
宮
渕
新
橋

◆
衛
生
協
議
会
町
会
担
当

担

 

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
明
る
い
選
挙
推
進
代
議
員

幹
　

事
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

担
　

当
和
田　
　

稔
城
西
町

◆
国
道
推
進
員

委
　

員
竹
内　

正
直
宮
渕
新
橋

委
　

員
青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
防
災
部
町
会
担
当

担
　

当

中
澤　

 

茂
折
井
町

◆
白
板
地
区
公
民
館

担
　

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

担
　

当
大
堀　

紀
子
巴　

町

◆
顧
　
問

青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

※
特
別
任
命
担
当

◆
緑
化
推
進
員

担
　

当
青
栁　

嘉
朗
宮
渕
本
村

◆
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会

担
　

当

永
森　

 

満
白
板
中

４
月
29
日
（
土
）
16
時
よ
り
、

大
会
議
室
に
於
い
て
公
民
館
委
員

の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
閉
会
後
は
、運
営・文
化・図
書・

体
育
・
館
報
編
集
の
各
委
員
会
が

も
た
れ
、
一
年
間
の
取
り
組
み
な

ど
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
・
五
部
門
委
員
会

新
体
制
始
動

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

井
垣　

陽
子

宮

渕

東

赤
穂　

竹
司

宮
渕
日
向

赤
木　

建
夫

宮
渕
新
橋

栗
田　

典
定

宮
渕
本
村

監　

事

新
井　
　

滋

放

光

寺

蜂
谷　
　

泉

蟻
ケ
崎
西

北
野　

町
子

宮

崎

町

会　

計

須
沢　

恭
子

駒　

町

会　

長

藤
澤　

文
雄

巴　

町

山
内　

俊
輔

城

西

町

中
澤　
　

茂

折

井

町

鶴
木　
　

忍

白
板
宮
本

高
山　

剛
正

白

板

中

副
会
長

武
居　

良
和

白

板

南

４
月
１
日
よ
り
新
し
く
白
板
地

区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任

し
ま
し
た
村
田
誠
司
と
申
し
ま
す
。

今
年
は
早
く
か
ら
暖
か
く
、
毎
朝

き
れ
い
な
常
念
岳
の
残
雪
を
見
て
、

こ
れ
が
常
念
通
り
の
由
来
か
な
と

思
い
な
が
ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。
地
区
の
状
況
や
課
題
等
は

異
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
協
議
会
が
掲
げ
る
「
安
心
し
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
区
」
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
熟
な
点
も
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
民

館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
と
連
携
し
て
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
15
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
町
会
連
合
会
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
協
議
会
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
総
会
を
皮
切
り
に
、
各
団

体
の
総
会
が
行
わ
れ
、
新
旧
役
員

の
交
代
も
終
了
し
、
白
板
地
区
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
新
し
い
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。

白板地区
地域づくりセンター長
村田　誠司

代表で古市運営委員長へ委嘱状代表で古市運営委員長へ委嘱状
交付交付

各委員会　熱心に話し合い各委員会　熱心に話し合い

�

永
瀬
　
幸
道

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
田

川
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
活

動
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
に
制
約
は

あ
っ
た
も
の
の
、
昨
年
は
白
板
地

区
大
運
動
会
や
文
化
祭
、
防
災
講

演
会
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
数

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
町
会
長
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議

会
の
方
々
が
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

る
姿
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
白
板
地
区
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま

す
。

公
民
館
五
部
門
委
員
名
簿

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く



治
自

の
鐘

治
自

の
鐘

校
学
中
内
ノ
丸

㉘

暮
ら
し
の
花

健
康
吹
き
矢

五月人形飾り

講
　
師�

鈴
木
　
久
美�

先
生

　
　
　
　�

天
野
悠
希
子�

先
生

登
録
受
講
者�

10
名

講
　
師�

古
市
昭
太
郎�

先
生

登
録
受
講
者�

10
名

講
　
師�

内
藤
　
哲
夫�

館
長

登
録
受
講
者�

13
名

牛乳パックと紙袋を使用して、牛乳パックと紙袋を使用して、
花を活ける花を活ける

的の真ん中を狙って　息を吸って的の真ん中を狙って　息を吸って
一気に息を吐く一気に息を吐く

4月20日（木）公民館文化委員が五月4月20日（木）公民館文化委員が五月
人形の飾り付けを行いました。6月7日人形の飾り付けを行いました。6月7日
まで展示しています。まで展示しています。

外来植物と現地学習会の予習外来植物と現地学習会の予習
講座の前に今年の島々谷の桜の様子を語る館長講座の前に今年の島々谷の桜の様子を語る館長
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古
都
に
触
れ
て

４
月
23
日
か
ら
25
日
に
３
学
年

は
京
都
・
奈
良
へ
の
修
学
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。

日
曜
日
で
朝
六
時
丸
中
発
と
い

う
早
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
ざ
わ
ざ
お
見
送
り
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
丸
中
を
出
発
し
ま
し
た
。
バ
ス

に
乗
っ
て
い
る
内
に
、
長
野
に
は

な
い
海
の
景
色
、
大
き
な
工
場
が

建
ち
並
ぶ
景
色
、
高
い
ビ
ル
ば
か

り
の
景
色
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
景
色

が
変
わ
っ
て
い
き
、
つ
い
に
奈
良

に
到
着
し
ま
し
た
。
奈
良
で
は
、

東
大
寺
の
大
仏
殿
や
興
福
寺
の
国

宝
館
、
法
隆
寺
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
今
ま
で
教
科
書
の
中
で
し

か
見
て
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
を

目
の
前
に
す
る
と
、
す
ご
く
迫
力

が
あ
り
、
昔
の
人
々
の
建
築
技
術

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
お
話
を
通
し
て
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
た
り
、

歴
史
的
な
建
築
物
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

京
都
で
は
各
班
ご
と
、
事
前
に

行
き
た
い
所
を
決
め
、
ガ
イ
ド
さ

ん
と
一
緒
に
京
都
市
内
を
観
光
し

ま
し
た
。
清
水
寺
、伏
見
稲
荷
大
社
、

二
条
城
な
ど
、
他
た
く
さ
ん
の
歴

史
が
つ
ま
っ
た
建
造
物
を
見
学
し

ま
し
た
。
清
水
寺
で
、
清
水
の
舞

台
か
ら
見
た
景
色
は
と
て
も
高
く
、

き
れ
い
で
し
た
。
境
内
の
胎
内
め

ぐ
り
も
し
ま
し
た
。
御
本
尊
（
千

手
観
音
菩
薩
）
の
下
に
あ
る
一
筋

の
光
す
ら
入
ら
な
い
暗
黒
の
空
間

を
仏
様
の
胎
内
と
考
え
、
そ
の
中

に
入
り
、
暗
闇
の
中
を
歩
き
、
外

に
出
て
く
る
こ
と
で
生
ま
れ
変
わ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

伏
見
稲
荷
大
社
で
は
、
千
本
鳥

居
、
江
戸
時
代
に
願
い
と
感
謝
を

こ
め
て
建
て
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
、

多
く
の
鳥
居
で
形
成
さ
れ
た
「
朱

色
の
ト
ン
ネ
ル
」
は
ま
る
で
異
世

界
に
ま
よ
い
こ
ん
だ
の
か
と
思
う

ほ
ど
の
幻
想
的
な
光
景
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
境
内
で
は
稲
荷
大
神

の
お
使
い
で
あ
る
、
狐
が
鎮
座
し

て
お
り「
玉
」「
鍵
」「
巻
物
」や「
稲

穂
」
な
ど
様
々
に
く
わ
え
て
い
る

狐
を
見
れ
ま
し
た
。

今
回
、
い
ろ

ん
な
場
所
を
観

光
見
学
し
て
、

古
都
の
魅
力
を

発
見
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
楽

し
い
旅
行
が
で

き
ま
し
た
。

４
月
25
日
（
火
）、
千
曲
市
の
森

将
軍
塚
古
墳
館
・
長
野
県
立
歴
史

館
を
見
学
し
、
午
後
は
火
事
を
乗

り
越
え
古
文
書
博
物
館
と
し
て
開

館
し
た
ば
か
り
の
武
水
別
神
社
神

官
松
田
邸
と
武
水
別
神
社
を
訪
れ

ま
し
た
。

中
島
丈
晴
学
芸
員
の
解
説
で
、

松
田
邸
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
神
職
を
つ
と
め
る
松
田
家

に
は
約
１
万
３
千
点
の
古
文
書
が

あ
り
、こ
の
う
ち
、復
元
さ
れ
た
「
主

屋
」
に
は
松
田
式
部
丞
の
名
前
が

あ
る
戦
国
武
将
、
武
田
信
玄
の
朱

印
状
、
松
田
民
部
助
あ
て
の
上
杉

景
勝
の
朱
印
状
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
し
た
。

白
板
地
区
公
民
館
職
員 

公
民
館
長 

内
藤　
哲
夫

主　
　

事 

片
桐　
史
門

事
務
職 

小
割　
明
美

事
務
職 

渡
辺　
明
子

以
上
の
体
制
で
公
民
館
業
務

を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

新
・
岳
都 

「
ウ
ェ
ス
ト
ン
と
上
高
地
」

長
野
県
立
歴
史
館
・

武た
け

水み
ず

別わ
け

神じ
ん

社じ
ゃ

神し
ん

官か
ん

松ま
つ

田だ

邸て
い

で

古
文
書
を
学
ぶ

文
化
歴
史
講
座
　
千
曲
市
を
訪
ね
て中島丈晴学芸員の解説中島丈晴学芸員の解説

旧八幡神宮寺の経典展示前　武水別神社神官松田邸旧八幡神宮寺の経典展示前　武水別神社神官松田邸
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